
 

 

 

 

 

 

 

令和６年度農林水産関係予算概算要求の概要 

「食料・農業・農村政策の新たな展開方向」を踏まえ、食料安全保障の強化、環境対応、人口減少へ

の対応の３本柱を中心に、新しい資本主義の下、若者や意欲ある農林水産業者が夢を持って農林水産業

に取り組めるような環境整備、元気で豊かな農山漁村の次世代への継承等を実現するため、令和６年度

農林水産関係として、総額２兆７，２０９億円を予算概算要求しました。 

【総額 ２兆７，２０９億円（対前年度比 120.0%）】 
１ 食料の安定供給の確保 

～どんな社会環境でも日本の食卓を支えられるようにするための関係者の取組を全力で応援～ 

◆ 食料の安定供給の確保に向けた構造転換 ◆ 生産資材の確保・安定供給 

◆ 農産物・食品の輸出の促進       ◆ 適正な価格形成 

◆ 円滑な食品アクセスの確保       ◆ 国民理解の醸成 

◆ 食品産業（食品製造業、外食産業、食品関連流通業）の持続的な発展 

２ 農業の持続的な発展 

～若者や意欲ある農業者が夢を持って農業に取り組めるような環境を整備～ 

◆ 多様な農業人材の育成・確保      ◆ 経営安定対策の充実 

◆ 農業生産基盤の整備・保全       ◆ 生産性の向上に資するスマート農業の実用化等 

◆ 家畜伝染病、病害虫等への対応強化 

３ 農村の振興（農村の活性化） 

 ～元気で豊かな農村を次世代へ継承～ 

４ みどりの食料システム戦略による環境負荷低減に向けた取組強化 

～SDGｓの世界的浸透を踏まえた農業者等のチャレンジを全力で応援～ 

５ 多面的機能の発揮 

～食料供給・農業生産活動の前提となる基盤をしっかりと下支え～ 

６ 新たな花粉症対策の展開と森林・林業・木材産業によるグリーン成長 

◆ 花粉症対策、生産基盤の強化     ◆ 需要の拡大 

◆ 担い手の育成・確保、山村活性化   ◆ 森林整備・治山対策 

７ 水産資源の適切な管理と水産業の成長産業化 

◆ 水産資源管理の着実な実施      ◆ 水産業の競争力強化等 

◆ 漁村の活性化            ◆ 水産基盤の整備等 

◎ 「防災・減災、国土強靱化のための５か年加速化対策」に係る経費、「総合的なＴＰＰ等関連政策大綱」

を踏まえた農林水産分野における経費、「食料安全保障強化政策大綱」を踏まえた食料安全保障の強化に

向けた対応に係る経費については、予算編成過程で検討します。 

※詳しくは、農林水産省ホームページのこちらのアドレスからご覧下さい。 

https://www.maff.go.jp/j/budget/r6yokyu.html 
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 東京都出身で農業とは無縁の環境で育った岡田さんは、

大学時代に農業ボランティアに入り、農業の現場を見たこ

とで農業の面白さを知ったそうです。大学卒業後、本格的

に農業を学ぶため上尾市の大手農業法人に就職しました。 

 しかし、大規模な法人であったため仕事が細分化されて

おり、管理栽培の基礎を学ぶことはできましたが、一連の

栽培工程を学ぶという自分の希望とは違っていたそうで

す。このため、同法人で２年間農業技術を学んだ後、一連

の栽培工程が学べる法人を 1年かけて探し、入間市で多品

目の野菜をは種から収穫、調整、出荷まで経験できる法人

に再就職して学び直しを決めたそうです。再就職してから

約５年後の 2021年春頃、再就職した法人の代表から「独

立してみないか」との提案を受け、2021年９月に独立して

農業をするという夢を叶えたそうです。 

就農当初は、毎日が失敗と経験の日々でしたが、定植な

どは１日遅れてしまうと、後の作業が 10日遅れてしまう

こともあり、「スケジュール管理を適切に行うことが良質

で十分な収量の野菜作りに繋がる」との法人代表の言葉を今も守り作業しているそうです。 

現在は１人で作業を行っていますが、週に何日か家族に手伝ってもらい、ほうれんそう、ピー

マン、オクラ、小松菜、かぶなどの季節の野菜を計 50aで露地栽培しています。 

出荷先は地元 JA直売所を中心に行っていますが、地元

スーパーの地場野菜コーナーや学校給食へも販売してい

るそうです。 

農地や農業機械の確保には苦労しましたが、農地は、

県といるま野地域明日の農業担い手育成塾を通じて確保

することができました。また、農業機械は、就農前に勤

務していた入間市の法人から有償で借りています。 

今後は、一層の栽培面積と販路拡大を目指し、事業主

としての経営基盤ができた段階で、６次産業化などにも

挑戦し、付加価値を付けた販売にも取り組みたいと考え

ています。 

 最後に、自分が成長し、更なる目標を叶えるためにも

「自分ができることを着実に取り組んで行きたい」と語

ってくれました。 
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～将来の夢を叶えるため、出来ることを 

着実に取り組んでいきたい～ 

おかだ  あかね 

岡田 茜さん 
 

 
埼玉県入間市で季節野菜を生産・販売する、就農３年目の若手女性農業者の岡田茜さ

んを紹介します。 

収穫を待つピーマン 

 

 

岡田 茜さん 


